














　村上春樹の最新長編『１Ｑ８４』（注１）は、2009 年 4 月のＢＯＯＫ１・
２発刊に次いで、2010 年５月にＢＯＯＫ３が刊行され、驚異的な売り
上げ数や続編の可能性など、各方面から注目される話題作となった。










































（『１Ｑ８４』ＢＯＯＫ２新潮社 2009 年 4 月 318 頁）




























































































（『１Ｑ８４』ＢＯＯＫ２新潮社 2009 年 4 月 233 頁）
　青豆の身体は「天吾の立ち上げた物語の中」を生きることによって、
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」
とリトル ･ ピープルとの関わりが明らかにされ、「小さなもの














（注３） BOOK １ 28 頁
（注４） BOOK １ 25 頁



















変えた」と説明しており（BOOK ２ 242 頁）、「小さなもの
0 0 0 0 0
」という言い
回し自体にリトル・ピープルとの関連が強く感じられるからである。
（注８） BOOK ３ 531 頁





『１Ｑ８４スタディーズ BOOK １』若草書房 2009 年 11 月
『１Ｑ８４スタディーズ BOOK ２』若草書房 2010 年 11 月






『大澤真幸 THINKING「O」４号』「４号特集 もうひとつの『１Ｑ８４』」2010 年７月
内田樹『もういちど村上春樹にご用心』アルテスパブリッシング 2010 年 11 月
小山鉄郎『村上春樹を読みつくす』講談社現代新書 2010 年 10 月
平居謙『村上春樹の「１Ｑ８４Book ３」大研究』データハウス 2010 年５月







鼎談 内田樹 都甲幸治 沼野充義「村上春樹の “ 決断 ”」（『文学界』2010 年７月号）
対談 小森陽一 ジェイ・ルービン「『１Ｑ８４』と漱石をつなぐもの」（『群像』2010
年７月号）
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